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近
世
に
汰
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料
（
津
川
）

な
が
ら
、

こ
れ
が
経
営
に
関
す
る
具
体
的
な
資
料
は
、
殆
ん
ど
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

江
戸
、
大
坂
間
を
航
行
し
た
菱
垣
、
樽
両
廻
船
に
つ
い
て
み
て
も
、
両
廻
船
の
濫
籐
、
あ
る
い
は
営
業
競
争
、
か
つ
ま
た
こ
れ
を
め

ぐ
つ
て
の
荷
主
問
屋
の
う
ご
き
等
に
つ
い
て
の
大
略
は
承
知
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
個
々
の
廻
船
業
者
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た

殆
ん
ど
し
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
い
つ
て
も
、
そ
の
空
白
の
す
べ
て
を
み
た
す
ほ
ど
の
用
意
の
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
樽
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料
を
、
そ
れ

も
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
紹
介
し
、
い
く
ら
か
で
も
空
白
を
み
た
し
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
諸
研
究
に
参
考
と
な

し
か
し
な
が
ら
、
海
運
業
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、

感
が
深
い
。

ま
た
海
事
史
料
叢
書
の
よ
う
な
貴
重
な
資
料
も
刊
行
さ
れ
て
、

一
七

一
応
最
も
利
潤
率
の
高
い
蓄
稼
源
泉
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
利
解
さ
れ
て
い

一
応
基
本
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
材
料
は
で
つ
く
し
た
と
い
う

江
戸
時
代
に
お
け
る
海
運
業
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
既
に
黒
羽
兵
治
郎
氏
、
古
田
良
一
氏
等
の
先
学
が
幾
多
の
論
考
を
も
の
さ
れ
、

津

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料

JII 

正

幸



1a 

近
世
に
捻
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
賣
料
（
津
Jll)

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
考
え
、
本
稿
を
用
意
す
る
次
第
で
あ
る
。
尚
煩
瑣
な
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

の
は
こ
れ
よ
り
以
前
す
で
に
艇
長
年
間
に
こ
の
航
路
を
舟
行
す
る
船
舶
の
あ
っ
た
事
は
し
れ
る
が
、

「
元
和
二
丙
辰
年
、

一
層

そ
の
都
度
史
料
文
書
を
御
貸
与
提

す
で
に
周
知
し
、
諄
複
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
近
世
に
お
け
る
我
が
国
の
沿
岸
海
述
、
特
に
江
戸
、
大
坂
間
の
そ
れ
に

泉
州
堺
の
一
船
問
屋
が
酒
、
醤
油
其
外
の
江
戸
え
大
廻
り
の
諸
色
荷
物

(

1

)

 

を
集
め
、
紀
州
窃
田
浦
よ
り
二
百
五
十
石
積
の
廻
船
を
借
り
う
け
、
積
送
し
た
こ
と
が
江
戸
大
坂
間
海
連
の
一
劃
期
を
な
す
。
と
い
う

豆
州
下
田

へ
船
改
番
所
を
設
立
す
。
其
際
廻
船
取
扱
人
百
拾
余
名
あ
り
、
こ
れ
を
下
田
番
所
の
附
属
と
な
し
、
各
員
の
内
十
名
宛
半
年
輪
番
同
所

(

2

)

 

へ
出
張
し
、
船
舶
の
出
入
を
改
む
」
程
の
発
展
を
み
る
に
い
た
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
江
戸
え
大
廻
り
荷
物
の
廻
送
が
後
の
菱
垣
廻
船

窃
永
期
の
鎖
国
条
令
に
よ
る
海
運
の
一
時
的
停
滞
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
江
戸
の
経
済
的
発
展
は
大
船
建
造
禁
止
令
よ
り
商
船
を
除

外
す
る
の
余
儀
な
き
に
い
た
ら
し
め
、
か
て
て
加
え
て
、
米
穀
廻
漕
の
必
要
に
よ
る
幕
府
の
海
運
に
対
す
る
関
心
と
諸
方
策
は
、

(
3
)
 

商
人
荷
物
の
運
輸
を
刺
戟
促
進
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
努
の
も
と
で
、
本
来
は
商
人
荷
物
の
租
送
を
主
と
し
、
か
た
わ
ら
そ
の
要
求
に
応
じ
て
城
米
の
輸
送
を
も
行
な
っ
て

い
な
が
ら
、
菱
垣
廻
船
は
、
何
等
特
権
的
な
性
格
を
具
備
せ
ず
、
自
由
競
争
の
か
た
ち
で
貨
物
の
迎
輸
に
あ
た
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
寛
文
年
間
に
い
た
つ
て
、
大
坂
、
伝
法
に
酒
樟
あ
る
い
は
酒
積
問
屋
が
成
立
し
、

の
濫
崩
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。

つ
い
て
の
発
展
過
程
を
み
る
と
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
、

供
下
さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
樽
廻
船
の
嘴
矢
で
あ
る

ー八
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近
世
に
お
け
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廻
船
に
関
す
る
若
千
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資
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（
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九

一
方
で
は
廻
米
の
制
限
を

(

4

)

 

小
早
船
に
よ
っ
て
、
酒
を
主
と
し
な
が
ら
も
酢
、
醤
油
、
塗
物
、
紙
、
木
綿
等
の
荒
荷
の
稿
合
で
菱
垣
廻
船
と
同
航
路
を
航
運
し
て
い

た
事
で
し
れ
る
C

し
か
し
何
等
特
権
的
な
性
格
を
有
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
れ
は
後
世
に
み
ら
れ
る
株
仲
間
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
大
坂
の
菱
垣
廻
船
問
屋
仲
間
の
勃
興
に
対
応
し
て
、
江
戸
に
お
い
て
も
廻
船
問
屋
の
制
度
が
整
い
、
江
戸
廻
着
荷
物

の
荷
捌
問
屋
で
あ
る
銭
屋
、
井
上
、
利
倉
屋
の
い
わ
ゆ
る
江
戸
惣
廻
船
問
屋
が
擾
頭
し
、
他
の
廻
船
問
屋
を
抑
圧
す
る
強
力
な
特
権
を

保
有
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
三
問
屋
は
後
世
ま
で
継
続
す
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
廻
船
問
屋
と
は
利
害
を
一
に
し
な
い
荷
主
仲
間
が
対

(

5

)

 

す
な
わ
ち
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
十
組
問
屋
の
成
立
で
あ
っ
て
、
鴻
池
の
手
船
百
艘
の
提

そ
の
上
に
不
足
の
場
合
に
は
百
五
十
艘
の
新
船
の
建
造
を
約
し
た
後
援
を
え
て
発
足
す
る
に
い
た
っ
た
。

船
手
に
関
す
る
一
切
の
支
配
権
は
十
組
問
屋
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
ま
た
廻
船
問
屋
は
手
船
と
十
組
問
屋
の
所
有
船
お
よ
び
雇
傭
船
を
管
理
運
営
し
、
荷
役
を
つ
と
め
る
だ
け
の
役
割
を
な
す
に
す
ぎ

一
方
、
宝
永
年
間
（
一
七
0
四
ー
）
頃
に
い
た
る
と
、
樽
廻
船
に
お
い
て
も
か
な
り
の
発
展
は
み
ら
れ
た
。
し
か
し
当
時
西
宮
に
酒
積

(

6

)

 

問
屋
が
成
立
す
る
も
、
な
お
西
宮
造
出
の
酒
荷
だ
け
を
も
つ
て
し
て
は
船
一
艘
に
み
た
ず
、
兵
庫
の
酒
荷
を
も
積
合
せ
て
い
た
。

樽
廻
船
の
競
争
は
、

酒
荷
物
の
分
離
、

か
く
し
て
菱
垣
廻
船

て
新
ら
し
い
局
面
に
た
ち
い
た
る
。
大
坂
、
伝
法
両
地
廻
船
問
屋
の
競
争
の
結
果
、
伝
法
の
廻
船
問
屋
が
西
宮
、
兵
庫
、
灘
目
、
池
田
、

伊
丹
の
酒
造
家
の
後
援
を
え
て
、
大
阪
廻
船
問
屋
の
圧
迫
を
排
除
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
分
離
は
時
期
的
に
そ
の
期
が
じ
ゅ
く
し
て
い
た
。
打
続
く
豊
作
に
対
す
る
幕
府
の
米
穀
政
策
は
、

享
保
十
五
年
（
一
七
三
0
)
に
至
り
、
菱
垣
、

江
戸
酒
問
屋
の
十
組
脱
退
を
み
る
に
い
た
っ

な
く
な
り
、
そ
の
性
格
を
一
変
す
る
に
い
た
る
。

は
、
荷
主
団
体
で
あ
る
十
組
問
屋
仲
間
の
専
用
船
と
な
り
、

供、 抗
態
勢
を
と
と
の
え
る
に
い
た
っ
た
。
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月
十
五
日
十
六
日
両
日
志
州
烏
羽
安
乗
港
ヨ
リ
出
船
仕
、

令
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
一
般
物
価
の
安
定
を
は
か
る
ぺ
く
、
商
人
荷
物
の
廻
着
量
の
多
く
を
の
ぞ
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
か
つ
ま
た
酒

造
奨
励
に
よ
っ
て
、
特
に
元
禄
期
に
幕
府
の
記
録
の
上
に
そ
の
名
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
灘
三
郷
も
や
う
や
く
、
享
保
九
年
（
一
七
二

三
）
の
江
戸
下
り
酒
問
屋
の
記
録
の
上
に
、

0
'
)
 

る
時
期
で
あ
り
、
下
り
酒
の
江
戸
廻
着
盪
も
漸
次
増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
波
状
的
に
起
伏
す
る
米
価
と
こ
れ
に
対
す
る
臨
機
応
変
の
政
策
に
よ
る
一
現
象
と
し
て
の
米
価
騰
貴
、
こ
れ
に
つ
ら
な
る

酒
造
制
限
は
、
か
え
つ
て
、
樽
廻
船
に
と
つ
て
は
十
組
問
屋
の
定
め
た
積
荷
の
種
類
分
け
を
無
視
し
て
も
、
積
載
分
野
を
拡
大
し
て
行

こ
う
と
す
る
挙
に
出
る
こ
と
と
な
り
、
舟
足
の
迅
速
さ
と
、
酒
荷
の
上
荷
と
し
て
積
載
す
る
為
に
、
荷
痛
み
の
僅
少
と
、
格
安
の
運
賃

他
方
、
菱
垣
廻
船
は
享
保
八
年
（
一
七
七
二
）
、
保
有
船
百
八
十
艘
を
最
盛
期
と
し
て
下
向
し
て
ゆ
く
。
享
保
十
七
年
子
七
月
、
十

(

8

)

 

組
諸
問
屋
よ
り
、
廻
船
難
破
の
件
で
出
さ
れ
た
「
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
申
上
候
」
書
状
に
も
、
そ
の
傾
向
の
よ
っ
て
き
た
る
べ
き
起
因

が
う
か
が
わ
れ
る
。

江
戸
積
酒
造
地
と
し
て
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
て
き
、
灘
酒
造
業
の
飛
踵
的
発
展
が
み
ら
れ

一
、
御
当
地
十
組
諸
問
屋
共
申
上
候
、
大
坂
菱
垣
伝
法
西
宮
廻
船
御
屋
舗
様
方
御
荷
物
並
二
商
人
荷
物
酒
醤
油
水
油
素
麺
紙
糠
繰
綿
表

類
塗
物
家
具
太
物
小
間
物
薬
種
類
砂
糖
鉄
釘
銅
物
類
多
葉
粉
瀬
戸
物
筵
菰
包
囲
物
竹
ノ
皮
其
外
荒
物
品
々
積
立
罷
下
リ
候
処
、
当
六

故
、
見
届
二
改
人
差
遣
シ
申
度
旨
、
当
六
月
廿
六
日
御
前
様
へ
訴
訟
申
上
候
処
、
同
廿
七
日
御
内
寄
合
へ
被
為
召
出
、
改
人
共
差
遣

シ
候
様
為
仰
付
、
難
有
奉
存
候
。
則
荷
物
穿
盤
二
差
遣
候
処
、
最
初
荷
物
浦
々
ニ
テ
取
揚
ケ
、
所
ノ
役
人
等
エ
モ
相
届
不
申
売
買
仕

候
、
依
之
所
々
―
ー
排
徊
仕
候
荷
物
売
出
シ
候
処
、
穿
霙
仕
候
得
ハ
、
伊
勢
志
摩
国
村
々
右
ノ
者
共
ヨ
リ
売
出
シ
侯
―
ー
付
、
段
々
吟
味

と
い
う
利
点
を
も
つ
て
菱
垣
廻
’
船
を
凌
駕
す
る
に
い
た
る
。

乗
下
リ
候
処
、

遠
江
灘
迄
ノ
内
ニ
テ
付
、

荷
物
移
敷
散
乱
ノ
義
承
リ
候
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近
世
に
＊
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料
（
津
川
）

菱
垣
六
十
隻
が
数
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

仕
銘
々
方
ヨ
リ
証
文
取
預
ケ
置
申
候
、
右
名
付
ノ
外
荷
物
大
分
買
取
囲
置
候
者
過
半
御
座
候
由
承
候
、
此
者
共
ノ
義
ハ
別
紙
二
申
上

度
候
。

す
な
わ
ち
、
予
期
せ
ざ
る
海
損
の
突
発
が
そ
れ
で
あ
る
。
海
難
に
よ
る
船
舶
の
減
少
は
、

(

9

)

 

稜
送
の
依
頼
を
ま
す
に
い
た
る
。

い
き
お
い
荷
主
仲
間
の
中
で
も
、
樽
船
へ

安
永
元
年
、
（
一
七
七
二
）
、
大
坂
、
西
宮
の
樽
廻
船
問
屋
が
江
戸
積
酒
諸
荷
物
廻
船
問
屋
の
株
名
目
を
う
け
る
に
い
た
り
、

も
に
菱
廻
船
組
は
一
歩
後
退
の
事
態
に
た
ち
い
た
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
酒
荷
は
樽
船
一
方
積
、
米
、
糠
、
藍
玉
、
醤
油
等
の
七
品
は

樽
菱
両
積
と
規
約
の
上
で
も
そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
た
っ
し
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
両
廻
船
の
船
数
は
、
樽
百
六
隻
、

用
ハ
江
戸
表
問
屋
共

5
差
出
候
得
共
、
近
年
難
船
多
、
〔
中
略
〕
損
失
相
立
、
船
造
立
入
用
加
入
も
不
至
候
二
付
、
自
然
船
数
も
減
少
い

(
1
0
)
 

た
し
、
当
時
九
十
隻
5
外
無
之
故
、
定
之
船
足
5
荷
物
余
計
二
積
入
候
間
、
尚
更
難
船
多
、
諸
荷
物
手
間
取
云
々
」
と
あ
り
、
船
舶
数

の
減
少
、
残
存
す
る
船
舶
の
修
覆
の
不
行
届
、

安
永
九
年
（
一
七
八
0
)
に
は
、

さ
ら
に
積
載
量
の
反
比
例
的
増
大
、

か
く
し
て
江
戸
十
組
問
屋
仲
間
に
あ
っ
て
は
、

「
前
々
は
菱
垣
二
百
隻
程
有
之
、

右
船
造
立
之
入

そ
れ
に
よ
る
荷
痛
み
と
延
着
に
よ
っ
て
、
樽
船
え

の
洩
積
は
増
大
し
、
業
歪
孟
翌
寧
は
衰
微
の
一
途
を
辿
り
、
文
化
五
年
に
は
そ
の
数
僅
か
に
三
十
八
隻
を
数
う
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

こ
れ
の
挽
回
策
を
た
て
旧
船
の
修
繕
と
新
船
の
建
造
に
よ
り
漸
く
八
十
隻
の
航
行
が

可
能
と
な
り
、
他
方
、
洩
積
防
止
の
為
、
江
戸
下
り
酒
問
屋
を
通
じ
て
、
摂
泉
十
二
郷
の
酒
造
家
に
対
し
、
樽
廻
船
の
積
荷
分
限
の
遵

守
方
を
要
請
す
る
も
「
吾
々
も
差
支
申
」
と
拒
絶
さ
れ
、
再
三
の
交
渉
も
そ
の
功
を
奏
さ
ず
、
愈
々
菱
垣
衰
額
は
い
ち
じ
る
し
く
、
最

早
、
自
力
を
も
つ
て
こ
れ
を
復
旧
す
る
は
不
可
能
事
に
等
し
く
な
る
に
い
た
っ
た
。

か
く
し
て
十
組
問
屋
は
紀
州
藩
よ
り
廻
船
を
借
り
入
れ
、
冥
加
金
一
万
余
両
の
上
納
実
績
に
も
の
を
い
わ
せ
、
終
に
幕
府
を
う
ご
か

名
実
と
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す
に
い
た
り
、
天
保
四
年
十
一
月
、
積
荷
分
限
に
関
す
る
指
令
が
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

し
か
し
や
が
て
到
来
す
る
天
保
期
の
物
価
騰
貴
の
原
因
が
、
十
組
問
屋
の
利
益
独
占
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
非
難
の
生
ず
る
に
い

た
り
、
か
つ
ま
た
、
幕
府
の
封
建
体
制
立
直
し
の
最
後
の
機
会
で
あ
っ
た
天
保
の
改
革
に
あ
た
っ
て
、
諸
問
屋
仲
間
解
放
が
お
こ
な
わ

(
1
1
)
 

れ
る
に
い
た
る
と
、
廻
船
問
屋
も
そ
の
枠
外
で
は
な
か
っ
た
。

以
上
天
保
期
に
い
た
る
ま
で
の
廻
船
を
め
ぐ
る
関
係
機
関
の
動
向
を
み
て
き
た
が
、
し
か
ら
ば
こ
の
期
に
お
け
る
廻
船
業
者
は
ど
の

よ
う
な
経
営
を
な
し
て
い
た
か
、
特
に
樽
廻
船
に
つ
い
て
の
若
千
の
資
料
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

註
(

1

)

海
事
史
料
叢
嘗
第
二
春
、
所
収
、
菱
垣
廻
船
問
屋
規
録
大
阪
市
史
第
五
、
三
八
六
頁

(

2

)

日
本
財
政
経
済
史
料
第
三
巻
一
三
四
頁
東
京
諸
間
屋
沿
革
志

(
3
)
拙
稿
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
交
通
と
経
済
発
展
、
「
史
泉
」
第
一
四
号

(

4

)

大
阪
市
史
第
五
、
三
八
六
頁

(

5

)

日
本
財
政
経
済
史
料
、
第
三
巻
四
二
頁

(

6

)

海
事
史
料
叢
書
第
二
巻
、
所
収
、
船
法
御
定
井
諸
方
聞
書

(

7

)

柚
木
学
氏
論
文
、
灘
地
方
に
お
け
る
江
戸
積
酒
造
の
発
展
過
程
、
経
済
学
論
兜
第
―
二
巻
、
第
一
号

(

8

)

東
京
諸
問
屋
商
事
慣
例
九
八
頁

(

9

)

拙
稿
、
樽
廻
船
輪
送
の
海
損
分
担
‘
漁
澄
先
生
記
念
論
文
集
に
寄
稿

(
1
0
)

大
阪
市
史
、
第
三
、
九
二
七
頁

(
1
1
)

こ
の
項
全
般
に
亘
り
、
黒
羽
氏
著
「
大
阪
地
方
の
船
仲
間
」
古
田
氏
著
「
日
本
海
運
史
概
説
」
を
参
考
に
し
た
。

近
世
初
期
に
お
い
て
沿
岸
航
路
に
従
事
す
る
船
舶
の
大
ぎ
さ
は
、
大
体
二
百
石
な
い
し
四
百
石
程
度
の
船
体
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ

近
世
に
＊
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
川
）



23 

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料
（
津
川
）

た
。
し
か
し
て
生
産
力
の
増
大
と
消
費
流
通
の
拡
大
は
、
幕
府
を
し
て
大
船
建
造
禁
止
令
よ
り
商
船
を
除
外
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た

ら
し
め
、
積
載
力
の
増
大
の
必
要
は
船
体
の
巨
大
化
方
向
へ
む
か
わ
し
む
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
た
だ
単
に
船
体
巨
大
化
が

進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
資
本
関
係
よ
り
み
て
、
問
屋
資
本
あ
る
い
は
、
商
業
高
利
貸
資
本
と
む
す
び
つ
い
て
、
そ
の
こ
と
が
す
A

め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
斯
業
の
発
展
過
程
に
お
け
る
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
に
わ
と
も
あ
れ
、
交
通
手
段
、
稼
佑
状
態
・
資

安
水
元
年
（
一
七
七
二
）
樽
廻
船
問
屋
が
江
戸
積
酒
諸
荷
物
廻
船
問
屋
と
し
て
株
名
目
を
得
て
以
来
、
廻
船
業
者
も
手
続
と
し
て
、
運

上
銀
上
納
の
た
め
の
船
改
め
、
鑑
札
下
附
の
願
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

(

1

)

 

御
代
宮
所
御
鑑
札
御
下
ケ
願
上
書
付
写

一
廻
船
何
百
石
稜

右
之
船
新
造
仕
候
二
付
御
願
奉
申
上
侯
。
何
卒
御
鑑
札
被
為
下
置
候
様
奉
願
上
候
。
右
之
段
御
聞
済
被
為
成
下
候

谷
町
御
役
所

年

号

月

日

ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
。
以
上
。

船
主
辰
屋
半
右
ヱ
門

壱
隻

辰
屋
半
右
ヱ
門

庄
屋
藤
右
ヱ
門

御
下
摂
州
武
庫
郡
鳴
尾
村

乍
恐
口
上

本
関
係
等
に
つ
い
て
の
若
千
の
史
料
を
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
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以
上

ヲ
以
往
右
ふ
仕
来
リ
御
鑑
札
奉
請
候
。

右
は
水
主
持
と
唱
、
船
頭
水
主
給
金
二
見
詰
最
初
力
引
落
シ
来
リ
申
候

内

近
世
に
ぶ
け
る
廻
組
に
腐
す
る
若
干
の
賣
料
（
津
川
）

の
よ
う
な
様
式
を
も
っ
て
願
出
で
、
鑑
札
が
下
げ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
ー
つ
の
慣
行
が
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は

実
石
数
と
鑑
札
表
記
石
数
に
差
異
が
あ
り
後
者
が
前
者
よ
り
も
小
い
さ
く
な
つ
て
い
る
こ
と

廻
船
千
五
百
石
積
二
八
百
石
之
御
鑑
札
請
候
者
如
何
之
訳
二
候
哉
、
御
尋
二
付
左
二
申
上
候

廻
船
千
五
百
石
積

二
百
二
十
五
石

四
百
五
十
石

但
シ
此
歩
一
割
五
歩

但
シ
此
歩
三
割

右
者
道
具
持
と
唱
、
諸
道
具
井
作
事
手
当
等
見
詰
最
初
力
引
落
シ
来
リ
侯
。
右
両
様
新
造
か
為
船
手
入
用
歩

方
割
合
、
前
以
引
落
シ
来
リ
候
。
残
八
百
二
十
五
石
右
積
石
之
分
、
船
主
実
々
之
利
益
二
付
、
粗
石
数
見
詰

尤
年
数
相
立
候
得
は
少
々
宛
不
同
可
有
之
と
奉
存
候
。
右
積
石
御
鑑
札
表
相
違
之
儀
御
尋
二
付
奉
申
上
侯
゜

寛
政
二
亥
年
二
月

(

2

)

 

返
答
書
下
書

で
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
左
記
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
。

船
石
数
に
つ
い
て
の
事
項
で
あ
っ
て
、

ニ
四
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
粋
（
津
Jll)

右
ハ
半
五
郎
船
二
而
改
メ
請
申
候
得
共
、
御
鑑
札
名
無
数
故
、
半
兵
衛
船
二
致
シ
御
影
浦
二
而
寛
致
十
二
庚
申
五
月
七
日

の
よ
う
に
、

ど
の
よ
う
な
計
算
に
よ
っ
た
も
の
か
、
は
た
ま
た
経
営
経
験
よ
り
割
出
し
た
も
の
か
、

水
主
給
金
に
あ
て
る
水
主
持
と
、
諸
道
具
及
び
随
時
の
補
修
に
あ
て
る
道
具
持
、
あ
わ
せ
て
実
石
数
の
四
割
五
歩
を
み
つ
も
つ
て
差
引

い
て
い
る
。
実
際
の
入
費
は
後
に
惣
勘
定
、
あ
る
い
は
差
引
勘
定
の
場
合
に
、
道
中
諸
遣
い
、
水
主
賃
金
と
し
て
計
上
さ
れ
る
の
で
、

一
御
改
メ
請
申
候
。

以
上
。

六
百
四
石
一
―
―
斗
二
升
三
合
ニ
タ
ニ
オ

内
四
歩
半
引．
 

残
り
石 此

石
千
九
十
八
石
七
斗
六
升
九
合
五
夕

是
ハ
勘
定
二
御
入
不
被
成
様
相
心
へ

一
八
尺
五
寸
ノ
深
サ
、
又
み
は
り
下
一
尺
一
寸

一
肩

二
丈
七
尺
一
寸

茂
右
二
順
事
申
侯
。
以
上
。

一
航
四
丈
七
尺
七
寸

廻
船
御
米
船
賦

二
五

毛
馬
屋
兵
右
衛
門
、
鹿
嶋
屋
喜
右
衛
門
、
大
和
屋
仁
右
衛
門
、
辰
屋
半
右
衛
門
、
松
屋
儀
左
衛
門
、
茶
屋
佐
小
右
ヱ
門
、

座
古
屋
六
三
郎
、
同
伝
六
、
右
改
寛
政
十
二
年
申
三
月
二
御
尋
二
付
寛
政
二
亥
年
之
御
返
答
之
通
奉
申
上
侯
尤
小
船
之
事

「
往
古
汐
仕
来
り
」
と
し
て
、



26 

但
シ
ロ
銀
百
目
二
付
三
匁
づ
つ

合
銀
五
百
七
十
八
匁
四
分
五
厘

よ
う
で
、

但
シ
己
年
迄
は
辰
丸
宛
二
て
八
百
二
十
石
株
も
有
之
候
へ
共
、
午
九
月
十
二
日
届
二
而
御
鑑
札
御
返
上
致
引
残
五
隻

二
相
成
候

以
上
に
よ
っ
て
し
ら
れ
る
通
り
、
百
石
に
つ
い
て
銀
十
六
匁
と
口
銀
百
匁
に
つ
い
て
三
匁
の
合
銀
が
上
納
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
右

に
よ
っ
て
判
明
す
る
こ
と
は
例
外
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
常
時
連
転
し
て
い
る
船
数
は
五
ー
三
隻
く
ら
い
の
経
営
規
模
が
普
通
で
あ
っ
た

こ
の
点
は
こ
の
例
に
あ
げ
た
辰
馬
両
家
、
あ
る
い
は
御
影
の
嘉
納
家
あ
た
り
で
も
そ
の
程
度
で
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

次
に
廻
船
業
の
経
営
に
測
す
る
史
料
の
紹
介
に
う
つ
る
が
、

此
運
上
銀
五
百
五
十
一
匁
六
分

右
の
よ
う
に
し
て
鑑
札
が
下
附
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
迎
上
銀
が
上
納
さ
れ
た
。

(

3

)

 

午
年
鑑
札
改
（
天
保
五
年
）

七
百
四
十
石

上
納
高

但
シ
当
年
運
上
銀
上
納
可
致
分

一
七
百
三
十
石

未
七
月
半
蔵
船
破
船
ノ
断

一

七

百

五

十

石

御

鑑

札

返

上

天
保
六
未
年
二
月
破
船
切
而
同
六
月
御
鑑
札
返
上
（
除
）
之

此
分
半
太
夫
船
分
運
上
銀
西
店
へ
付
か
へ
可
申
分

合
三
千
五
百
ヤ
石
百
石
二
付
運
上
銀
十
六
匁
づ
つ

六
百
二
十
石

六
百
七
十
石

そ
の
史
料
に
よ
る
と
判
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
Jll)

こ
こ
に
あ
げ
る
も
の
は
主
と
し
て
辰
東
店
の
も
の
で
あ
っ
て
、
当
店
は

二
六
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料
（
津
川
）

本
来
酒
造
業
を
営
み
、
自
家
醸
造
酒
の
運
送
の
た
め
手
船
の
経
営
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
年
代
的
に
諸
史
料
は
天

保
期
以
降
に
属
す
る
。
東
店
で
は
辰
栄
丸
、
辰
幸
丸
、
住
徳
丸
、
大
福
丸
等
途
中
破
船
の
た
め
、
減
少
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
大

二
f
八
百
三
十
九
匁
五
分
七
厘

右
ハ
梶
刷
£
新
梶
柄
桁
作
事
鹿
道
具
一
式
な
ん
ば
類
一
式
水
は
ず
帯
道
具
共
乗
出
二
仕
候
分
右
同
断

二
十
五
/
目

右
ハ
柱
一
本
桁
一
本
白
梶
一
羽
碇
六
頭
帆
二
十
一
反
巻
道
具
之
類
古
縄
廻
り
一
式
大
坂
船
問
屋
小
西
新
六
ふ
譲
リ
取
代

銀
同
人
へ
相
渡
分

五
百
十
八
匁
七
分
五
厘

十
貫
七
百
三
十
五
匁
五
分
四
厘

右
ハ
新
帆
六
反
身
縄
四
房
市
波
二
房
括
井
二
か
が
苧
な
が
へ
諸
道
具
足
し
銀
高
也

九
十
五
／
五
百
目
新
碇
一
頭
代
尤
古
碇
代
引
残
り
代
銀
也

右
ハ
板
材
木
釘
銹
木
挽
大
工
作
料
共
棟
梁
請
帳
高

千
六
百
石
稜
廻
船

代

一
隻

四
拾
四
貫
七
百
五
十
匁

は
、
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
＋
一
月

(

4

)

 

覚

新

造

体
五
し
三
隻
の
廻
船
を
も
つ
て
、
そ
の
経
営
に
あ
た
つ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
、

辰
栄
丸
、

二
七

住
徳
丸
を
主
と
し
て
あ
げ
る
。

辰
栄
丸
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石
積
千
五
百
五
十
八
石
八
斗
三
升
六
合

覚

航
長
五
丈
一
尺
六
寸

壱
通

八
貫
六
百
八
十
三
匁
八
厘

合
八
十
六
貫
八
百
三
十
目
八
分
二
厘

右
ハ
祈
神
力
船
蕊
し
迄
納
家
飯
米
味
噌
香
も
の
之
類
＃
―
-
造
り
中
水
主
賃
銀
祝
々
之
節
大
工
洒
肴
代
直
祝
儀

御
初
尾
共
惣
而
造
中
諸
入
用
高

此
出
銀
一
歩
二
付

深
サ
一
丈
六
寸

を
つ
い
や
し
、
浦
賀
萬
屋
、
江
戸
米
屋
、
江
戸
鹿
嶋
屋
お
よ
び
大
坂
廻
船
問
屋
小
西
新
六
の
合
力
に
よ
っ
て
新
造
し
た
船
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
問
屋
資
本
の
導
入
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
一
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
同
九
年
十
一
月
大
坂
川
口
よ
り
御
城
米
を

積
み
初
航
海
に
乗
出
し
営
業
を
は
じ
め
る
。
今
こ
の
九
年
十
一
月
よ
り
十
一
年
十
一
月
の
経
営
状
態
を
み
る
と
第
一
表
の
通
り
で
あ

る
。
ま
た
弘
化
四
年
十
一
月
よ
り
嘉
永
五
年
十
月
ま
で
の
惣
勘
定
は
第
二
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第
一
表
に
つ
い
て
二
三
の
点
を
補
足
し
て
お
く
と
、
ま
ず
城
米
あ
る
い
は
諸
藩
の
廻
米
は
ど
の
よ
う
な
契
約
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ

た
か
、
天
保
十
年
正
月
に
伊
予
米
建
で
就
船
し
て
い
る
が
、
左
に
あ
げ
る
史
料
は
日
時
に
お
い
て
一
ヶ
月
の
づ
れ
が
あ
る
け
れ
ど
も
当

時
の
船
貸
借
の
状
態
を
し
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

(

5

)

 

船
借
請
証
文

肩
二
丈
八
尺
五
寸

二
¢
九
百
八
十
六
匁
九
分
六
厘

納
屋
雑
用

近
世
に
泊
け
る
廻
船
に
調
す
る
若
千
の
資
科
（
津
JII)

ニ
八
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第1表辰栄丸勘定帳（天保9年）

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料

（
津
川
）

九

年代 1建種別 1入金 1出金 l徳 用I摘 要

天9保年11 月川口積城 ＇4,527匁.75 飯米賃銀道中?造高
米 1,642.27 上荷賃米代大坂問屋小西へ渡

5,796.14 米渡り銀佃島会所ヨリ受取

2,326.00 井上にて後渡し内くり登分

2,382.78 後渡し残分

4,334.90 

10.1 いよ廻米
4,669.32 飯米賃銀道中逍，，高

6,482.70 伊予廻米前渡後渡/運賃高

729.40 手酒百太片馬72.94匁かへ運賃銀共

100.90 同百太江戸下り銀船頭ヨ 9受取

2,643,28 

4 樽立 4,363.62 飯米賃銀道中遣/高

420.63 江戸手板不足

7,109.41 小西仕切尻正ミ受取

2,325.16 

7 樽建 4,377.44 飯米賃銀道中遣/高

592.80 江戸下リ正ミ手板尻受瑕

磁 .30 浦賀干物リ銀弁銀引正ミ受取

400.00 赤穂塩 400俵1匁づつ運賃銀

4,398.78 小西仕切尻正ミ受取， 樽建 1,259.34 

4,149.25 飯米賃銀道中＂高

191,43 江戸手板不足船頭へ渡

100.00 小酉酒百太下9銀受取

切.00 手酒27太下9銀受取

70.00 手おすい綿荷物運賃銀付にて受取

7,116.09 小西仕切尻正ミ受瑕

2,972.37 

13,535.05 徳用合計
837.10 今津乗込祝入用

73.24 かじや松兵衛へ渡（釘代）

607.14 新碇ssr代
280.61 但馬苧大田苧10;丸帆3反
725.80 市山苧1s;代新平へ渡
709.05 ,, 19,'代苧市へ渡
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642.62 tJ 00帆7疋問繰苧2/

124.90 船祝赤飯くばり入用

60.00 金比羅様へたいこ献上代

56.80 仕入運貨飛脚it/高

274.76 問屋小西色々阪かへ惣/i高

I I 19. 041. 03 正ミ徳用
此配分 1歩二付 904匁31

452.16 5厘方 莉買 万屋が／左エ門

271.29 3匝方 江戸米屋房太郎

226.08 2.5厘方 江戸鹿島正助

天保10.11 姫路塩立 3,960.02 飯米道中遣其外諸入用/

8,500.00 姫路塩1万俵0.¥8分運貨増金500匁

4,539.98 

11. 2 樽 3,668,71 共飯米貨銀道中避／麻

180.24 江戸手板不足？

1,122.30 逍売分手酒口々180太運貨

5,933.02 毛馬や仕切尻正ミ

10.00 涌買下リ船頭コリ受坂

180.00 手酒下リ船頭コリ受坂

3,346.37 

4 ◇建 4,042.84 飯米適中遣諸入用 n々 /
54.40 浦買下リ船頭コリ受取

3,111,00 江戸二てかり登分同人ヨリ受取

3,104.90 大阪二て

798.23 残金の内受取

3,026.34 

6 塩間稽立 3,862.52 飯米道中遣賃金入用/

672.20 江戸下り手板不足

6,999.29 大坂問屋仕切尻受取

2,464.52 

3 
塩（斉問田積塩立） 

3,410.81 飯米賃銀道中逮諸入用銀/

555.40 江戸手板不足船頭へ渡

4,800.00 斉田塩6,000俵 @8分運賃

1,914.38 大坂仕切尻受取

2,748.12 

10 樽小西 3,746.13 飯米道中遣賃銀其外諸入用/

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料

（
津
川
）

。
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775.00 手板不足

7,282.84 大坂問屋仕切尻

近世における廻船に関する若干の賓料（津川）

2,761.71 

I I 118,938.04 

I 
17,803.291 引物口々 ，，高

12. 9 11.134. 75 正ミ徳用

此配分 1歩に付1?"113匁4分8厘づつ

556.74 5厘方 浦賀万屋清左エ門

334.04 3厘方 江戸米屋房次郎

278.37 2.5厘方 同所鹿島正助

第2表辰栄丸惣勘定（弘化4未～嘉永5子年）

年月 I 摘 要 徳用高 諸入用高

未 12月 JIIロ御城米建 4，，，,065.6匁6 214匁.29 

申 2 樽仕建 3,484.90 1,533.14 

3 藤田樽仕建 3,325.55 257.70 

6 ’’ 2,437.33 95.00 

7 ，， 3, 砲 .65 234.28 

8 塩間積藤田樽仕建 2,976.28 401.43 ， 
’’ 3,395.37 896.00 

11 ’’ 3,849.19 ＊ 768.31 

12 高松御城米建 4,281.80 235.29 

酉 2 藤田樽仕建 3,038.70 496.43 

4 越前酒田御城米建 4,640.43 381.46 

6 藤田樽仕建 3,522.89 1,015.43 

8 ，， 3,527.23 180.00 ， 
” 3,804.66 305.73 

10 ’’ 2,400.36 80.00 

戌 1 備後福山御城米建 4,481.60 807.87 
3 讃岐丸亀御城米建 3,347.64 469.00 
6 藤田樽仕建 3,172.50 437.48 
8 ’’ 1,877.08 ＊ 979.73 ， ,, 3,940.50 140.00 
10 ’’ 3,767.55 80.00 
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12 藤田樽仕建 1,918.40 285.73 

亥 2 ” 1,724.68 1,423.50 

4 ” 3,931.52 645.71 

~I ” 
4,795.04 

II 4,680.56 340.13 ， 
” 4,013.89 147.50 

10 “ 4,850.57 952.00 

11 備中玉島御城米建 5,231.24 440.72 

子 1 藤田樽仕建 4,508.47 

閏 2 II 4,973.91 631.63 

3 “ 3,933.92 

5 II 2,925.27 952.00 

7 
“ 

1,600.88 307.69 ， 3,681.94 285.50 

” 10 4,005.73 * 1,260.93 
” 

36建/ 129,341.87 18,126.42 

申7月 新造橋船 950.00 

亥5月 作事諸入用 13,318.93 

子9月 沖大作事入用 4,356.94 

酉1月 新梶 1羽 4,505.26 

戌3月 柱大作事 3,947.04 

5ケ年問仕入小廻賃 995.00 

酉年伊丹樽屋消算 72.56 

差引残銀

I 
83,069.74 

註(1) 諸入用高として計上したものは引手、市山苧、身縄等の苧綱縄等である。

(2) それらの購入は各年月に集計してあげたが、前月分と合計した（例えば申

11月768匁31は10月230.70匁と11月537.61匁の合計をあげている）湯合が

ありそれには＊印をふした。

但し子10月は12月までの合計である。

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料
（
津
JII)
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
JII)

辰
栄
丸
半
六
殿

済
候
上
は
以
為
替
銀
ヲ
江
戸
出
帆
之
節
相
渡
可
申
候

以
上

船
借
主
松
山
佐
方
浦

村

屋

杢

左

衛

門

⑲

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
残
り
運
賃
銀
之
儀
は
江
戸
表
右
兵
庫
津
え
登
次
第
相
渡
シ
可
申
筈
之
定
江
戸
御
屋
敷
都
合
能
相

天
保
十
亥
年
二
月

惣
差
引
残
り
二
貫
目

内
四
貫
四
百
八
十
二
匁
七
分
凡
七
歩
通
積
所
二
お
い
て
直
渡
し

残
而
正
｀
‘
ヽ
銀
六
貫
四
百
八
十
二
匁
七
分

趣
当
間
違
為
断
如
斯

又
六
十
匁

但
シ
百
石
二
付
四
百
五
十
目
が
ヘ

ニ
ロ
／
六
貫
八
百
四
十
二
匁
七
分

内
三
百
目
私
方
£
召
遣
候
船
頭
水
主
三
人
分
賃
銀
引

兵
庫
宿
船
借
肩
銀
百
五
十
目
定
之
処
江
戸
瀬
戸
之
儀
三
汐
取
応
対
仕
侯
段
全
間
違
二
而
七
汐
取
二
相
成
候

此
代
銀
六
貫
六
百
十
七
匁
七
分

外
二
ニ
百
二
十
五
匁

堀
運
賃
是
ハ
積
所
延
日
二
付
無
様
私
手
元
力
此
銀
仕
侯

引
残
而

積
石
千
四
百
七
十
石
六
斗

内
深
サ
六
寸
足
引
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即
ち
、
第
一
表
の
伊
予
廻
米
前
渡
後
渡
f
運
賃
高
六
貫
四
百
八
十
二
匁
七
分
は
、
残
而
正
ミ
銀
六
貫
四
百
八
十
二
匁
七
分
に
符
合
す

大
体
七
割
を
前
渡
し
さ
れ
る
の
が
他
の
場
合
に
て
ら
し
て
も
普
通
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
巡
賃
の
前
渡
し
、
終
着
地
で
残
銀
の
後
渡
し
は
諸
藩
の
廻
米
、
幕
府
城
米
の
廻
漕
の
場
合
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
後
者
に
つ
い
て

は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
よ
り
、
そ
れ
は
菱
垣
船
々
数
の
減
少
が
主
な
る
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
樽
廻
船
お
よ
び
北
国
買

積
船
が
御
廻
米
稲
御
備
船
と
し
て
指
定
さ
れ
、
こ
れ
を
拝
命
し
て
い
る
。

(

6

)

 

差
上
申
一
札
之
事

灘
目
筋
樽
廻
船
之
儀
当
寅
占
辰
迄
三
ケ
年
之
間
御
廻
米
積
御
備
船
二
被
仰
付
御
試
被
遊
候
。
右
二
付
而
者
私
共
義
右
御
仕

法
中
御
備
船
取
締
役
被
仰
付
候
間
、
御
廻
米
積
船
操
者
勿
論
其
外
御
取
締
向
等
無
差
支
様
取
斗
御
用
向
大
切
二
相
勤
可
申

勿
論
御
手
当
筋
等
之
儀
者
猶
御
伺
之
上
追
而
可
被
及
御
沙
汰
二
候
得
共
右
之
外
筆
墨
紙
等
之
雑
費
も
相
懸
り
可
申
哉
二
付

凡
一
ケ
年
之
目
当
二
て
取
調
早
々
可
申
上
旨
被
仰
渡
一
同
奉
畏
侯
。
依
而
御
請
証
文
差
上
申
処
如
件

る
か
ら
で
あ
る
。
廻
米
建
の
場
合
の
運
賃
は
、

辰

栄

丸

亥
二
月

右
は
江
戸
問
料
之
儀
江
戸
表
二
而
相
渡
シ
可
申
候
以
上
。

/
 

一
金
壱
両
二
歩
覚

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
調
す
る
若
干
の
資
料
（
津

MI)

村

屋

杢

左

衛

門

両

四
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
川
）

差
上
申
ー
札
之
事

一
摂
州
灘
目
筋
樽
船
井
北
国
か
い
積
船
御
廻
米
積
御
雇
付
之
儀
二
付
当
早
々
差
斗
方
御
勘
定
所
へ
申
伺
之
上
夫
々
下
知
之

趣
左
之
通
被
仰
渡
候

一
灘
目
筋
樽
船
之
儀
大
坂
町
人
共
組
合
之
者
相
除
其
余
八
十
隻
余
御
廻
米
御
備
船
之
御
極
印
打
渡
船
主
共
へ
御
鑑
札
井
ニ

小
懺
御
渡
被
成
下
是
迄
納
来
侯
御
運
上
銀
は
御
差
免
被
遊
侯
間
此
後
船
数
増
減
御
座
候
節
は
其
時
々
御
訴
可
申
上
候
。

且
右
船
持
之
内
摂
州
御
影
村
大
和
屋
万
次
郎
同
嘉
左
ヱ
門
嘉
納
屋
弥
兵
衛
御
備
船
取
締
役
被
仰
付
廻
船
御
用
達
共
、
出

付
と
唱
へ
船
々
可
成
丈
雇
付
候
儀
相
止
一
割
つ
A

被
下
侯
差
配
料
之
内
二
分
相
減
右
之
分
樽
廻
船
其
外
買
積
船
へ
手
当

被
成
下
八
分
通
は
是
迄
之
通
御
用
達
共
へ
被
下
候
積
り
之
御
仕
法
ヲ
以
、
当
寅
5
辰
迄
三
ケ
年
之
間
御
試
被
遊
侯
筈
今

御

役

所

廻

船

方

天
保
十
三
年
寅
年
正
月
十
六
日

大
和
屋
嘉
左
衛
門

竹
垣
三
右
衛
門
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
御
影
村

加

納

屋

弥

兵

衛

大

和

屋

万

次

郎

五
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船

借

廻

船

改

役

般
御
勘
定
所
£
御
下
知
之
趣
被
仰
渡
一
同
承
知
牟
畏
候
。
尤
樽
船
御
運
上
銀
免
除
之
儀
は
御
差
配
御
役
所
二
お
い
て
別

段
被
仰
渡
候
二
付
、
其
旨
相
心
褐
前
密
夫
々
御
手
当
割
合
方
之
儀
は
尚
御
伺
之
上
、
追
nli
御
沙
汰
可
被
皮
候
間
、
樽
船

之
者
共
商
必
荷
積
受
諸
国
へ
渡
海
之
往
返
先
々
二
お
い
て
、
御
威
光
示
し
が
さ
つ
心
得
違
致
間
舗
L
[
]
被
仰
渡
侯
c

是

又
一
同
承
知
奉
畏
候
依
面
御
受
証
文
必
上
処
依
而
如
件

近
世
に
芸
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
賣
精
（
津

111)

大
坂
十
七
軒

難
波
嶋
地
子
船
宿

御
影
廻
船
五
十
七
人
惣
代

御
城
米
御
備
船
取
締
役

城
米
の
廻
漕
は
往
返
日
記
の
記
入
を
は
じ
め
、
種
々
煩
雑
な
事
柄
が
附
属
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
事
故
の
な
い
限
り
、
運
賃
銀
七
割

な
い
し
五
刈
高
の
前
渡
し
も
あ
り
、
ま
た
商
人
荷
物
を
巡
送
す
る
よ
り
も
比
較
的
に
よ
り
多
額
の
徳
用
を
あ
げ
え
た
よ
う
で
、

一人
大
坂
屋
新
左
ヱ
門

万

次

郎

嘉

左

ヱ

門

弥

兵

衛

弥

平

次

十

右

ヱ

門

治

三

兵

衛

弥

兵

衛

六

こ
の
点
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料
（
津

111)

く
と
。

十
五
匁

荷

直

八
十
匁

積

賃

百
五
十
匁

一
俵
に
付
三
厘
七
毛
五
オ
が
ヘ

内

代
十
貫
目

つ
ぎ
に
そ
れ
ぞ
れ
一
建
の
勘
定
に
つ
い
て
、
天
保
十
一
年
二
月
の
樽
立
を
例
に
と
る
と
、

博
労
町
毛
馬
屋
彦
太
郎
諸
荷
物
仕
建
で
そ
の
詳
細
は
第
三
表
に
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
り
、
第
一
表
の
（
天
保
―
一
年
二
月
）
毛
馬
や
仕
切

尻
正
味
金
額
と
あ
る
は
、
第
三
表
の
八
月
二
三
日
金
九
十
両
と
差
引
か
り
銀
高
の
合
計
額
で
あ
る
。

ま
た
同
年
六
月
、

八
月
の
塩
間
稜
立
で
は
、
塩
運
送
の
運
賃
を
計
上
し
て
い
る
が
多
分
に
買
積
的
な
性
格
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
は
後
年
の
も
の
に
な
る
が
塩
買
仕
切
、
あ
る
い
は
売
仕
切
状
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
か
ら
で
、

二
分
五
厘
替

九
百
三
十
八
匁

三
百
八
十
匁

一
俵
に
付
二
十
分
三
厘
三
毛

此
銀
一
/
目
に
付
三
匁
八
分
が
ヘ

一
俵
に
付
二
厘
が
ヘ

受
取
二
て
三
匁
七
分
五
厘
が
ヘ

斉
田
塩
四
千
俵
か
い
付
分

(

7

)

 

塩

買

仕

切

は
第
一
表
、
第
二
表
を
み
る
と
し
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

口

銭

出
目
代

御
納
銀

七

こ
れ
は
大
阪
樽
廻
船
問
屋
で
あ
る
大
坂
下

そ
の
一
例
を
あ
げ
て
お
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残
二
千
三
百
七
俵
八
分
二
厘

両
二
七
俵
替

（
引
俵
）

此
俵
千
六
百
七
十
一
俵
一
分
八
厘

四
十
二
俵
引

斉
田
塩

辰

栄

丸

半

六

殿

右
之
通
代
金
別
帯
目
録
二

i
差
引
御
座
候

此
銀
十
一
貰
四
百
九
十
一
匁
五
厘

此
金
百
八
十
二
両
一
歩
二
朱
一
分
四
厘
五
毛

丑
七
月
朔
日

(

8

)

 

仕

切

状

之

事

三
千
九
百
七
十
九
俵

二
朱
金
二
し
て
六
三
が
ヘ

合
十
一
貫
五
百
六
十
匁

f
-
／
五
百
六
十
匁

匁

近
世
に
お
け
る
廻
艇
に
関
す
る
若
干
の
資
料
（
津
Jll)

浜

田

屋

清

右

エ

門

＠（
阿
州
北
浜
）

川
口
遣

三
・
八
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
科
（
津
川
）

辰

半

六

殿

差
引
残
金
三
百
九
両
三
分
卜
十
匁
六
分
二
厘
也

小
判
五
十
八
匁
割

代
金
三
百
二
十
九
両
二
歩
卜
十
匁
九
分
三
厘

売
手
那
お
し

／
銀
「
r
百
四
十
五
匁
八
分
一
厘

合
此
金
十
九
両
三
分
卜
三
分
一
厘

右
代
金
銀
不
残
相
渡
相
済
此
表
出
入
無
御
座
候
侶
如
件

天
保
十
二
年
丑
年
八
月
廿
九
日

以
上
の
よ
う
に
本
来
は
運
賃
積
を
た
て
ま
え
と
は
し
て
い
た
が
、
漸
次
に
船
主
単
独
で
か
あ
る
い
は
船
頭
と
の
持
合
い
で
買
積
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
ら
買
積
物
品
と
し
て
は
、
米
、
塩
等
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
に
あ
げ
る
第
五
表
に
よ

つ
て
し
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二九

ま
た
道
中
諸
遣
い
、
賃
銀
、
諸
入
用
f
高
と
し
て
一
括
し
て
勘
定
書
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
航
海
の
都
度
、
「
道
中
諸
遣
帳
」

百
五
十
六
匁
七
分
五
厘

品
川
孵
下
賃

内

九
百
八
十
九
匁
六
厘

渡

辺

熊

次

郎

＠
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第3表辰栄丸ー建仕切目録 （天保11年11月勘定）

子2月建 荷高合 1,371 

酒 200太 （運賃替） 83各 運賃 2,023匁.12 伊丹

’‘ 50,, ’’ 459.80 伝法味）II 

” 170,, 86.6 1,472.20 大坂尼崎

’’ 3011 ” 259.80 堀丁

、I 60011 79.6 4,776.00 なだ目

醤油 100樽 ,, 79.60 

手酒 200太 ’’ 1,592.00 

10,662.52 

江戸下り銀

65匁.35 

1,307.00 

見 分 料

荷 主 引 130.70 

さしくれかへ 9.94 

荷物浜出し 119.28 

筆 墨 料 4.30 

ロ せ ん 496.66 

さ し 荷 196.05 
，， 1,022.28 

金 直 違 125.37 

堀 30駄小廻賃 12.00 

米 4,573石 319.19 69.8匁がヘ

6ヶ月間右利足 26.81 

上下わく 497駄 173.95 
ちよき船ちん

積出し小廻賃其の他 222.85 

＇ 
880.17 

1,107太瀕取まし 71.95 

手酒200太運賃 1,592.00 

8月23日金90阿渡 5,602.50 625匁がヘ

差引かり 330.50 

近
世
に
汰
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
賓
料

（津

lll)

右之通仕切残銀相渡此表無出入勘定相済申候
四
0

毛馬屋彦太郎

小西新六殿

辰栄丸半六殿
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第4表道中諸遣賃銀諸入用 （天保12年丑12月）

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料

（
津
川
）

四

銀高（匁）1 摘 要 I c銀高匁）1 摘 要

3.9 住吉宮御初穂 I 2.60 樽押印口々仕替代110.0 教宮 13.00 茶80匁代

11.68 柱直し肴代 13.50 薪3掛

9.00 作事中大工船頭雑用醤油代 5.00 桧角 1本

9.93 同断大根代 1.30 子9月建差込樽直し代

3.64 ,, 大工用干物代 7.00 同薪代

9.10 筒立給銭肴代 1.50 剌印 1丁

1.44 ” とおふ代 463.62 兵庫払

1.82 身鯨200・目代

9.02 大根100文 42.90 薪2朱3歩代

19.00 薪代5掛 7.28 袋宿祝儀800文代

27.17 兵庫二て絆船たて草s; 7.28 宿代800文

3.70 鋸場浜ちん 15.61 金1歩三木浦祝儀

31.39 柱建て肴代 7.22 佐々良宿祝儀800文

3.63 日用大根代 15.61 青峯護摩料

1.50 日用いも代 6.00 大神宮様御初穂

1.40 まつ2ガ代 1.00 外宮様御初穂

1.40 作事入用酢1.5升 31.20 的屋浦祝儀

2.40 兵庫揚290樽差直し 5.46 同所方肴代600文

28.80 薪6掛 口掛縛夜番用 23.40 同所出戻り宿祝鍛

5.40 大坂行早船賃 9.10 同浦附船宿祝儀

7.00 火床上塗いろり直し代 4.00 安乗間屋祝儀

11.10 ろ直し、うで仕替、たがい，，直し 15.61 外浦宿祝儀

20.50 わがえ ロ々 7.28 同附船祝儀

5.45 なわ600文代 ;199.01 

3.50 薪代

8.35 威光丸新造祝ひ割合掛 23.40 外浦湊引込引出し曳船賃

1.50 竹代 23.40 正月椀16人前代

62.00 ほぐ2反 35.70 正月肴井二諸色入用買物口々

4.50 仕入酢5升代 31.20 下田二て薪代

1.00 御神灯小蠣燭代 3.6ヽ 餅つきの節松代

1.50 仕入半紙代 2.50 年越大豆餅つきの靭小豆

7.00 火床廻りかしき賃物 .90 砂糖右同入用

8.0C 陸廻り兵庫滞船中 5.4260! 肴代右同入用
1.00 ぉり油代 46. 下田二て宿祝儀
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78.70 極月27日時化寄当り見分役所諸II 21.47 柚巻 1籠
入用 26.30 色釘 1/100匁30分代

20.13 同日繕作寡大工3人木釘共 5.65 銅筋打20本155匁
5.46 囲竹代

.1r , 005. 95 2.73 同入用なわ代

46.80 下田出戻り宿祝保年玉共

31.20 同所附船入船祝袋出戻り年玉共 24.50 薪代浦買二て606文

40.75 両度出戻り共引船3隻 5.57 同所二て大根代

.50 見分の節役人方へ上乗り代 5.51 同肴代

3.64 酢4升代 . 5.30 めさしいわし576文大工やとい

15.61 平嶋長右エ門祝儀 , 74 大豆 1升

3.60 提灯張替代 1.69 まつご 5升 184文

451.26 品川瀕取茶船賃 2.30 渋3升 磁文

2.00 江戸にて水先 1.05 油さし直し賃

28.20 工油 5升打廻し入用 27.60 品川にてだで草3p'文代

62.40 茶船宿飯米当 1両代 pl 74.26 

p/966. 98 
2,709.82 惣/高

15.61 かが屋祝儀長滞船二て遣す

175.60 白米4斗入5俵 924.00 水主16人8分

15.61 差苧代金 1朱 222.00 14人8分帳湯料

46.79 かじ苧3房打賃入用 104.54 かじ松払

9.10 井上2階番祝儀 65.00 桧差添 1房代

3.68 同屋敷廻り祝儀400文 41. 70 核墨15束

3.50 鋸目立 10.00 仕入ろうそく代

9.20 深川附船祝儀 24.50 仕入油5升代

.43 暦1冊 60.00 水仕入塩嶋代

15.61 江戸二て薪代 18.00 3隻の者へ心附代

13.80 浦賀登り下り肴1,500文 9.00 酒30石大福丸より小西へ運賃

15.61 万屋清左エ門へ祝鏃 13.00 漁光丸分茶425匁取立

3.68 大根代 972.31 手板不足井上へ渡分

4.60 浦賀二て作事中大工用干物代
2P" ,463.03 

93.30 桧6寸角10本

114.30 浦賀石銭問料引船賃

39.00 丸屋祝儀長滞船二て造す 5,172.85 惣?高

204.30 上廻作事大工61人半

113. 61 かじ屋払

55.20 品川にてだで草6p'匁代

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
濶
す
る
若
千
の
資
料
（
津
Jll)

四
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
＋
る
若
千
の
資
料
（
津
川
）

船
仕
立
方
之
儀
は
其
時
々
荷
物
出
方
之
模
様
二
寄
及
熟
談
侯
事

船
仕
立
毎
諸
仕
入
向
井
仕
出
し
金
其
外
共
其
許
殿
占
御
取
斗
被
成
侯
事

一
冊
に
詳
細
に
記
帳
さ
れ
た
も
の
で
、

四

そ
の
一
例
を
あ
げ
て
お
く
と
第
四
表
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
い
ま
一
件
、
住
徳
丸
の
稼
佑
経
営

状
態
を
弘
化
元
辰
年
正
月
よ
り
嘉
永
元
申
年
十
二
月
の
破
船
に
い
た
る
ま
で
の
五
ケ
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
第
五
表
の
通
り
と
な
る
。

住
徳
丸
は
、
金
千
五
十
両
也
を
も
つ
て
小
西
屋
辰
之
助
よ
り
、
天
保
十
四
年
二
月
に
譲
り
う
け
、
頭
初
、
松
浦
屋
太
兵
衛
よ
り
三
歩

住
徳
丸
冨
太
郎
船
儀
是
迄
小
西
屋
辰
之
助
殿
へ
熟
談
之
上
乗
出
罷
在
候
所
、
此
度
右
辰
之
助
殿
持
歩
貴
殿
へ
被
相
譲

候
間
、
今
般
改
約
定
左
之
通

惣
請
帳
銀
高
之
内

七
歩
方
貴
殿
御
所
持

三
歩
方
我
等
所
持

年
々
勘
定
之
儀
は
其
許
殿
―
ー
而
御
仕
立
被
成
徳
用
銀
我
等
方
へ
御
配
分
被
成
候
事

沖
船
頭
之
儀
は
其
許
殿
二
而
可
然
御
差
配
被
成
候
事

船
玉
御
鑑
札
之
儀
は
御
相
談
之
上
我
等
名
前
致
有
之
侯
得
共
前
段
之
通
歩
持
二
付
諸
事
御
任
せ
申
候
上
は
我
等
名
前

之
廉
ヲ
以
自
由
ケ
間
舗
儀
致
間
舗
侯
事

規

定

(

9

)
 

一

札

之

事

高
の
持
歩
が
あ
っ
た
、

そ
の
時
の
双
方
の
契
約
は
、
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如
件
。

右
之
通
約
定
仕
候
処
相
途
無
之
候
。
尚
又
余
時
二
出
銀
等
有
之
候
節
は
右
割
合
ヲ
以
其
許
殿
へ
相
渡
し
可
申
候
。
若
船
玉

ニ
付
聯
差
障
之
筋
無
之
候
得
コ
「
T
T
1持
歩
之
儀
二
付
自
然
脇
£
彼
是
申
も
の
有
之
候
ハ

A
、
何
方
迄
も
罷
出
此
方
二
而

埒
明
共
許
殿
へ
少
し
も
御
難
儀
掛
申
間
舗
候
。
今
般
熟
談
之
上
右
之
通
被
極
候
処
相
違
無
之
候
条
為
後
差
入
申
一
札
伯
而

住
徳
丸
冨
太
郎
船
へ
貴
殿
三
分
高
丈
御
歩
持
二
御
座
候
処
実
正
也
。
然
ル
上
ハ
年
々
徳
用
銀
右
三
分
方
分
無
遅
滞
急

度
御
渡
し
可
申
上
侯
。
為
後
日
約
定
一
札
伯
而
如
件
。

天
保
十
五
年
辰
七
月

松

浦

左

兵

衛

殿

約

定

一

札

之

事

um

辰

屋

与

左

エ

門

殿

天
保
十
五
辰
年
六
月

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
賢
料
（
津
川
）

当
方
力
先
方
へ
差
入
有
之
一
札
之
写
如
左

証
人

辰

屋

与

左

エ

門

小

西

屋

辰

之

助

R

小

池

屋

善

右

エ

門

R

松

浦

屋

左

兵

衛

⑲
 

四
四
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第5表住徳丸惣勘定（嘉永5年子11月）

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料

（
津
川
）

四五

年月 1建種別l入 銀匡 銀 1徳用 l 摘 要

辰 1樽建 6,218.10 江戸下リ正ミ蒲宇（銭屋）ヨリ受取

1,238.59 灘目酒運賃正ミ取

1,800.00 船頭相企かい登分受取

4,455.52 飯米賃銀道中遣諸入用/高

1,596.69 3,203,48 富嶋諸掛リ

3樽建 6,567.40 江戸下リ正ミ蒲卯ヨリ受取

10.80 浦賀下9正ミ受取

3,628.56 西宮船衆酒仕切正ミ受取

5,008.59 飯米、賃銀道中諸入用

1,701.18 3,496.99 富嶋諸掛リ

7簿建 9,643.63 江戸下リ銀蒲宇ヨリ受瑕

2,269.69 西宮仕切尻

45.62 浦賀下リ

4,854.54 飯米、賃銀道中逃諸入用

2,517.04 4,587.36 富じま掛り銀

9樺板間糠 4,973.23 江戸下り正ミ蒲宇ヨリ受取

2,449.73 西宮仕切尻

2,588.01 板2,500太商内

169.61 板垣代

4,886.04 飯米賃銀道中遣/

1,439.53 3,515.79 富じま諸掛り/

11 樽 11,082.99 江戸下り正ミ蒲卯力受取

1,000.00 買積広島米200石 着500匁がヘ

95.00 浦賀下り受取

94.98 西宮仕切尻

5,938.97 飯米賃銀道中遣/

3,625.47 富じま掛り銀

1,358.03 1,350.50 同人年中諸取替

己 2樽米 10,346.52 江戸下り正ミ手板尻山祐ヨリ受取

539.60 右之外加印不渡り分追登分受取

600.00 筑前米100石・着600匁がヘ
1,083.51 西宮仕切尻

5,310.62 飯米賃銀道中造諸入用/

叫3, 046.294,212. 72 富じま諸掛り銀
3◇樽積合 8,879. 江戸下り銀/ 山祐ヨ 9受取
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239.70 今渡分追登り分同人ヨ r取

11.20 受浦坂賀下り口々/弁残正ミ船頭ヨ！：
近
世

2,660.94 西宮仕切尻 に．

5,437.65 飯米賃銀道中遺諸入用／ お
け

2,362.60 3,991.06 る

71毛馬や分I,., ... 4 39,. , 毛馬や仕切尻正ミ受坂 廻

仕立 730. 
船

手酒直受110太毛馬や二不抱分運賃 に

1,630. 江戸下り正ミ手板尻 関
す

336. 島原米150石上荷分 る

3,986.52 1,856.41 飯米賃銀道中遣諸入用／ 若
千

101 I 10,994.807 41 江戸下り銀/山祐ヨ[受販 の

1,397. 西宮仕切尻 : 
6,209.64 飯米賃銀道中逍諸入用，，，

＾ 2,939.59 富じま諸掛り銀/ 津
JII 

558.29 2,684.43 己年中諸販替/高 、一‘

121高砂城米I5,329.12 前渡銀

立 5,467.50 後渡銀

263.45 欠米運賃積処、江戸取/

6,577.14 4,482.93 飯米賃銀道中遣諸入用/

午 41蒋◇積合I6. 784.74 江戸下り正ミ井上£受販

21.94 手板算達二付跡ヨリ受販

900.00 右の外船頭持合借用分受販

93.24 直受取酒14太運賃

151. 62 金山寺味噌38丁運賃

52.56 生蜆13丸下り不渡分調付受販

2,491.34 西宮仕切尻

6,356.26 飯米賃銀諸入用/

2,040.87 2,097.85 富じま諸掛り

61◇樽積合I4,448.os 江戸下り正ミ井上ヨリ受坂

3,600.00 右外二持合

44.25 米代余り井上算違分r受坂
515.00 米上取分富じまヨリ受坂 四

2,066.80 西宮辰仕切尻 六

7,265.85 飯米、賃銀道中遣、大仕舞手板不足/

2,471.41 936.8 

10ゆ樽積合18,212.530 91 直取分

7,713, 銭屋仕切尻
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3,156.39 西宮仕切尻

951.10 諸仕入もの?
近 340.00 兵庫滞船中仕入代世
に 43.90 中仕入、味噌半丁、醤油1丁香物1丁
お

38.90 印改二付染賃布代け
る 1,512.80 水主16人8分賃銀
廻
船 9,540.37 

道中遣、炊場入用、水主長行二付

に 前賃銀共

関 2,613.47 富じま諸掛りもの
す
る 656.98 2,951.81 午年中諸取替/

若 未 3丹後積城 8,006.85 前渡り銀
干 米立
の 8,156.30 後渡運賃

百 248.53 欠米運賃半高積所取分

雀
10,316.48 飯米賃銀道中遣諸入用/

JII 
5,775.07 320.13 江戸諸仕舞入用欠米運賃半高差引

、- 10 悔 571.88 江戸下り正ミ手板尻

10.28 浦賀下り正ミ

7,179.71 西宮船店仕切尻

5,225.98 2,535.89 飯米賃銀諸仕入道中遣諸入用/

噌積城米I5,481.51 前渡り銀

5,637.31 後渡り銀

52.00 欠米運賃、積所二て内取分

6,314.94 4,855.88 飯米賃銀道中遣井二江戸仕舞諸入用

申 sl樽 6,969.43 西宮仕切尻

173.36 江戸手板尻正ミ

155.30 兵庫分仕切尻

4,815.86 2,482.23 飯米賃銀道中遣諸入用/

渭翌俵賃I6,149.87 塩俵仕切尻正ミ取

20.58 江戸手板尻正ミ

5.44 浦賀下り

3,884.09 2,291.80 飯米賃銀道中遣諸入用/

7樽塩積合 3,788.58 西宮船店仕切尻

四 473.25 江戸手板尻正ミ取

七
1,316.70 ｛赤穂塩101,463俵5匁がへ買入、江戸

二て 俵 1分売仕切徳用/

4,554.59 1,023.98 飯米、賃銀道中遣諸入用

噂山御米I5,250.021 前渡り銀

5,863.88 後渡り銀
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6,307.77 4,806.13 飯米貨銀道中述諸入用
12福山御米3,508.40 前渡り銀
立
5,131.42 後渡り銀

682.70 樽、藍玉、済落分江戸下り／

303.69 西宮船店仕切尻

5,720.38 3,905.83 飯米賃銀道中逍諸入用／

7,314.54 船玉破船難破入用／

-3,480.71 不足損銀

嘉閉11破損勘定 建徳用内不足建分引残 54,280.50 

道具入分口々 27,559.65 

初立ヨ 95ケ年間御初尾井諸 496.45 
入用

江戸銭屋、山田屋口々決罪 19,602.29 

運使不渡り分船店差引分 145.14 

新造の硼江戸二て成龍丸乗船 1,485.00 
入用

残全徳用 I 4,991.97 
桁1本柱1本直立 8,000.00 

巻道具ー式 直立 6,000.00 

全徳用 4,991.97 

此配分1歩二 1,899匁.20 

18,991.97 

3歩 松浦左兵衛 5,697.60 

6.23厘辰利右エ門 1,187.00 

2.5厘 平野屋彦兵衛 474.80 

6.25厘辰 権蔵 1,187.00 

2.5ii 万屋清左工門 474.80 

残 I 9,970.77 

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
干
の
資
料

（
津
川
）

四
八
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近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
川
）

と
い
う
よ
う
な
取
極
め
で
、
鑑
札
名
義
が
交
通
手
段
で
あ
る
船
舶
に
投
ぜ
ら
れ
た
固
定
資
本
の
う
ち
、
三
歩
持
の
合
力
を
な
し
た
松

浦
左
兵
衛
に
な
つ
て
お
り
、
利
益
配
分
と
船
仕
立
に
つ
い
て
多
少
は
融
資
者
、
名
義
人
の
制
約
は
あ
っ
た
が
、
経
営
管
理
の
実
権
は
事

船
仕
立
ご
と
の
諸
入
用
お
よ
び
仕
入
向
の
資
本
は
す
べ
て
辰
屋
が
と
り
き
つ
て
こ
れ
を
都
合

し
、
年
々
の
決
算
勘
定
も
辰
屋
の
手
許
で
お
こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
に
お
け
る
廻
船
業
者
は
、
勿
論
資
本
構
成
の
上

か
ら
右
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
共
同
出
資
の
型
を
と
つ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
た
ん
に
当
初
に
お
け
る
資
本
導
入
の
た
め
の

み
な
ら
ず
、
相
互
に
共
通
の
利
益
の
た
め
に
、
換
言
す
れ
ば
、
荷
主
側
に
お
い
て
は
確
実
な
運
送
機
関
の
把
握
、
す
な
わ
ち
樽
船
に
荷

物
の
積
送
を
委
託
す
る
荷
主
は
、
貨
物
の
性
質
上
あ
る
い
は
商
業
組
織
上
、
そ
の
殆
ん
ど
が
送
り
荷
物
で
あ
っ
て
、

負
担
は
す
べ
て
送
り
主
の
負
担
に
か
か
る
だ
け
に
、
積
送
の
安
全
と
迅
速
を
よ
り
以
上
に
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他
方
船
主
側
で
は
、

積
荷
の
確
保
と
か
て
て
加
え
て
資
本
融
資
を
も
得
ら
れ
る
点
か
ら
、
有
力
な
諸
荷
主
に
廻
船
加
入
を
求
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
酒
造
業
者
の
廻
船
加
入
の
例
を
一
、
二
あ
げ
て
お
く
と

(
1
1
)
 

加

入

証

文

之

事

千
五
百
五
十
石
積

廻
船
一
隻

但
し
乗
出
し
諸
道
具
共

⑲
 

代
銀
百
三
十
一
貫
五
百
六
十
一
匁
六
分

右
之
廻
船
貴
殿
一
厘
方
御
加
入
被
成
下
、
則
銀
一

f
三
百
十
五
匁
六
分
四
厘
御
出
銀
槌
二
受
取
申
候
処
実
正
也
。
然
ル
上

者
毎
年
勘
定
仕
徳
用
割
符
銀
無
滞
相
渡
し
可
申
候
。
為
後
日
加
入
証
文
依
而
如
件
。

安
政
三
辰
年

実
上
の
船
主
で
あ
る
辰
屋
に
あ
っ
て
、

嘉
吉
丸多
三
郎
船

四
九

海
損
発
生
時
の
諸
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守

屋

新

兵

衛

殿

R
 

右
手
船
七
福
丸
久
次
郎
船
御
加
入
被
成
下
銀
一
貫
目
槌
二
受
取
申
候
処
実
正
也
。
然
ル
上
は
右
利
足
一
ヶ
月
五
朱
二
相
定

十
ケ
年
分
合
三
百
三
十
匁
元
利
合
一
貫
三
百
三
十
匁
此
銀
当
申
年
力
己
年
迄
十
ケ
年
賦
返
済
二
相
定
、

三
匁
宛
毎
年
酒
梢
限
運
賃
銀
二
而
御
差
引
可
被
成
侯
。
尤
為
登
作
宴
年
は
引
方
御
見
送
り
可
被
成
侯
。
猶
亦
御
手
酒
稜
方

之
儀
は
何
程
荷
躍
之
節
二
而
も
二
十
太
宛
無
相
違
禎
入
可
申
侯
。
勿
論
海
上
之
儀
は
可
為
御
法
候
。
為
後
日
之
加
入
証
文

伯
而
如
件
。

万
延
元
申
年
七
月

但
し
乗
出
し
之
儘

向

代
銀
百
五
十
二
貫
八
百
八
十
八
匁

千
八
百
石
積

新
造
廻
船
一
隻

(
1
2
)
 

廻
船
加
入
証
文
之
事

守

屋

新

兵

衛

殿

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
川
）

代

番

吉

藤

田

屋

奈

賀

兵

衛

翁

千

足

屋

儀

兵

衛

積

問

屋

柳

屋

た

っ

代

判

甚

左

衛

門

@ R 
ー
ケ
年
銀
百
三
十

五
C
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時
的
で
あ
っ
た
に
せ
よ
廻
漕
諸
荷
物
の
減
少
状
態
が
出
現
し
、

そ
の
結
果
正
常
な
利
潤
を
あ
げ
る
た
め
に
、

五

「
貨
物
多
く
船
舶
不
足
の
感
あ
り
し
故
に
、
年
中
始
終

し
て
も
、
単
純
な
計
算
か
ら
す
れ
ば
、

以
上
の
よ
う
に
守
屋
新
兵
衛
の
例
を
あ
げ
た
が
、
彼
は
西
宮
の
酒
造
業
者
で
、

そ
の
酒
造
高
は
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
の
酒
造
米
高

(
1
3
)
 

二
千
三
十
石
、
明
治
三
年
(
-
八
七
0
)
で
酒
造
米
高
二
千
五
百
八
十
石
程
度
で
あ
っ
た
が
右
二
例
ば
か
り
で
は
な
く
廻
船
加
入
を
な
し

て
い
る
。
そ
の
他
西
宮
、
今
津
等
在
住
の
酒
造
業
者
も
同
様
の
加
入
を
な
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、

商
業
高
利
貸
資
本
と
の
む
す
び
つ
き
が
、
菱
垣
廻
船
に
対
抗
し
て
角
逐
し
た
樽
廻
船
業
の
勢
力
の
根
拠
で
あ
っ
た
。

以
上
江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
樽
廻
船
に
つ
い
て
の
若
千
の
史
料
を
未
整
理
の
ま
ま
で
羅
例
し
た
が
、
問
題
は
今
後
の
調
査
と
研
究

と
い
う
の
は
、

こ
の
よ
う
な
廻
船
業
が
近
世
に
お
け
る
最
も
利
潤
率
の
高
い
蓄
積
源
泉
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
み
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
と
、

そ
の
経
営
規
模
に
お
い
て
相
違
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
現
在
ま
で
に
探
り
え
た
史
料
で
は
な
お
僅
少
で
あ
っ

て
そ
の
概
略
の
見
通
し
さ
え
も
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
具
体
的
な
面
で
、
銀
百
貫
な
い
し
百
五
十
貫
を
投
じ
そ
れ
も
二
、
三

の
共
同
出
資
者
の
参
加
を
ま
つ
て
、
船
を
建
造
し
、

近
世
に
＊
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
JII)

に
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
問
屋
、

一
航
海
四
な
い
し
五
貫
と
み
つ
も
つ
て
年
間
二
、
三
十
貫
の
徳
用
を
あ
げ
え
た
と

一
般
の
商
品
取
引
の
二
、
三
歩
口
銭
の
利
潤
率
と
比
較
す
れ
ば
、
は
る
か
に
高
い
利
潤
率
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
順
調
に
ば
か
り
は
行
か
な
い
し
、
常
に
危
険
と
損
失
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
て
、
破
船
に
ま
で
は
い
た
ら
な
く
と
も
、
打
荷
、
濡
荷
の
弁
銀
、
あ
る
い
は
不
渡
り
運
賃
も
あ
り
、
破
船
も
そ
の
時
期
の
遅
速

は
測
り
し
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
「
商
業
慣
例
誦
」
の
記
す
よ
う
に
、

航
海
し
て
滞
在
す
る
こ
と
少
し
」
と
あ
る
も
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
常
に
有
利
に
運
賃
か
せ
ぎ
が
な
し
え
た
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
天

保
十
二
年
以
降
の
低
物
価
政
策
の
施
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
は
経
済
社
会
全
般
に
わ
た
っ
て
混
乱
し
た
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、

諸
出
費
の
減
少
を
は
か
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諸
国
浦
々
の
船
宿
、
附
船
等
の
祝
儀
金
額
の
引
下
げ
等
に
つ
い
て
の
樽
仲
間
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
他
方

よ
り
有
利
な
稼
佑
を
な
す
た
め
に
、
運
賃
か
せ
ぎ
一
本
で
は
な
く
買
積
に
よ
る
経
営
の
占
め
る
部
分
を
増
大
し
、
西
国
、
北
国
筋
へ
の

(

U

)

 

市
場
拡
大
を
は
か
つ
て
い
る
状
態
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
型
体
、
資
本
構
成
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
の
漸
次

的
な
変
転
、
あ
る
い
は
同
族
内
部
本
家
、
分
家
の
相
互
扶
助
、
融
資
関
係
等
な
お
多
く
の
不
明
と
疑
問
を
残
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、

が
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
問
題
等
に
つ
い
て
も
何
一
っ
と
し
て
見
通
し
を
つ
け
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
が
、

註

(
1
)

（
2
)
（
3
)
（
6
)
西
宮
市
鳴
尾
辰
馬
半
右
エ
門
家
所
蔵
文
書

(

4

)

(

5

)

（
7
)
（
8
)
(
9
)
（
10)
西
宮
市
鳴
尾
辰
馬
宇
一
家
所
蔵
文
書

(
1
1
)

（
12)
西
宮
市
役
所
市
史
網
集
室
蔵
守
屋
文
書

第
一
し
第
五
表
は
辰
馬
宇
一
家
文
書
よ
り
作
成

(73)
神
戸
大
学
長
倉
保
氏
作
成
「
西
宮
に
お
け
る
幕
末
維
新
期
の
酒
造
株
高
」
表

(14)
住
田
正
一
氏
編
海
事
史
料
叢
書
第
四
巻
所
収
諸
国
御
客
帳
四
し
二
七
頁

い
、
史
料
紹
介
を
な
す
次
第
で
あ
る
。

り
、
道
中
諸
遣
い
の
節
約
、

近
世
に
お
け
る
廻
船
に
関
す
る
若
千
の
資
料
（
津
川
）

大
方
の
御
教
示
を
願

五

そ
れ




